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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第112期

第２四半期
連結累計期間

第113期
第２四半期
連結累計期間

第112期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 3,159 3,892 7,320

経常利益 (百万円) 43 6 185

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) 18 △28 123

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △42 △20 184

純資産額 (百万円) 862 2,084 2,104

総資産額 (百万円) 6,731 9,690 6,951

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) 0.37 △0.45 2.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 12.8 21.5 30.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △772 33 △319

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △32 △90 △51

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △158 1,380 △323

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 304 1,895 572

　

回次
第112期

第２四半期
連結会計期間

第113期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 1.46 0.08

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び連結子会社)において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

　また、連結子会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子

会社)が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、大規模な金融緩和の導入により金融・証券市場を

中心に景気回復への期待感が高まるとともに、企業業績の一部では緩やかながら持ち直しの動きも見ら

れましたが、一方では原材料高騰や新興国の成長鈍化が懸念されるなど不安要素も根強く、依然として

先行き不透明な状況で推移いたしました。

　このような状況の下で、当社グループの当第２四半期連結累計期間の受注高は41億45百万円(前年同

期比21.3%増)となり、売上高は38億92百万円(前年同期比23.2%増)となりました。

　セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

 

紙工機械

段ボール製函印刷機械が増加し、受注高は14億66百万円(前年同期比63.4%増)、売上高は8億97百万

円(前年同期比10.9%増)となりました。

受託生産

受注高は6億70百万円(前年同期比38.5%増)、売上高は6億73百万円(前年同期比32.9%増)となりまし

た。

防衛機器

受注高は18億22百万円(前年同期比0.0%増)、売上高は20億66百万円(前年同期比54.3%増)となりま

した。

その他

繊維機械が減少し、受注高は1億85百万円(前年同期比13.4%減)、売上高は2億55百万円(前年同期比

49.3%減)となりました。

 

損益面におきましては、前年同期に比べ売上高は増加したものの、防衛機器の内、新機種の性能試験

を追加したことなどにより、営業利益は31百万円(前年同期比69.1%減)となりました。また、経常利益

は6百万円(前年同期比84.6%減)となり、四半期純損失は28百万円(前年同期は四半期純利益18百万円)と

なりました。
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(2) 財政状態の分析

(イ)資産

流動資産は前連結会計年度末に比べ27億64百万円(67.3%)増加し、68億72百万円となりました。これ

は主に当連結会計年度の売上引当のために仕掛品が14億53百万円増加したこと並びに現金及び預金が13

億23百万円増加したことによります。

　固定資産は前連結会計年度末に比べ25百万円(0.9%)減少し、28億17百万円となりました。これは主に

保有する有価証券の時価が上昇したことにより投資有価証券が16百万円増加したものの、減価償却費の

計上等により有形固定資産が40百万円減少したことによります。

　この結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ27億38百万円(39.4%)増加し、96億90百万円となりま

した。

(ロ)負債

流動負債は前連結会計年度末に比べ27億91百万円(70.0%)増加し、67億80百万円となりました。これ
は主に短期借入金が14億31百万円増加したこと及び支払手形及び買掛金が10億47百万円増加したこと並
びに当連結会計年度売上予定の機械等に係る前受金が2億96百万円増加したことによります。

　固定負債は前連結会計年度末に比べ33百万円(3.9%)減少し、8億24百万円となりました。これは主に
約定弁済により長期借入金が41百万円減少したことによります。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ27億58百万円(56.9%)増加し、76億5百万円となりまし
た。

(ハ)純資産

純資産合計は前連結会計年度末に比べ20百万円(1.0%)減少し、20億84百万円となりました。これは主

に四半期純損失の計上により利益剰余金が28百万円減少したことによります。

　
　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年

度末に比べ13億23百万円増加(前年同四半期は9億63百万円の減少)し、18億95百万円となりました。

　
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は33百万円(前年同四半期は7億72百万

円の減少)となりました。これは主にたな卸資産の増加額14億67百万円により資金の減少となったもの

の、仕入債務の増加額10億45百万円及び売上債権の減少額3億8百万円並びに減価償却費78百万円の計上

により資金の増加となったことによります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は90百万円(前年同四半期は32百万円

の減少)となりました。これは主に固定資産の取得による支出88百万円により資金の減少となったこと

によります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は13億80百万円(前年同四半期は1億58

百万円の減少)となりました。これは主に短期借入金の純増加額14億31百万円により資金の増加となっ

たことによります。

　
　
(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は163,661千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 110,000,000

計 110,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 63,859,720 63,859,720
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数 1,000株

計 63,859,720 63,859,720 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年７月１日～
平成25年９月30日

─ 63,859 ─ 5,041,846 ─ 3,648,121
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(6) 【大株主の状況】

平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

レンゴー株式会社 大阪府大阪市北区中之島2丁目2番7号 12,772 20.00

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町1丁目2番10号 2,996 4.69

株式会社北國銀行 石川県金沢市下堤町1番地 2,535 3.97

日本生命保険相互会社 大阪府大阪市中央区今橋3丁目5番12号 2,015 3.16

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内2丁目1番1号 1,919 3.01

北日本紡績株式会社 石川県白山市福留町201番地１ 1,601 2.51

石川フレンド会 石川県白山市福留町200番地 1,507 2.36

伊藤忠商事株式会社 東京都港区北青山2丁目5番1号 1,226 1.92

直山　泰 石川県金沢市 923 1.45

坂本　聖樹 青森県東津軽郡平内町 649 1.02

計 ― 28,146 44.08
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　60,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

63,633,000
63,633 ―

単元未満株式 普通株式 166,720 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 63,859,720 ― ―

総株主の議決権 ― 63,633 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権2個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式100株が含まれています。

　

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社石川製作所

石川県白山市福留町200番地 60,000 ─ 60,000 0.09

計 ― 60,000 ─ 60,000 0.09

　
　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社石川製作所(E01518)

四半期報告書

 7/20



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 572,210 1,895,402

受取手形及び売掛金
※１ 1,186,832 ※１ 1,174,773

たな卸資産
※２ 2,250,594 ※２ 3,717,987

その他 99,060 84,695

貸倒引当金 △200 △200

流動資産合計 4,108,497 6,872,658

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 978,360 935,128

その他（純額） 939,516 942,674

有形固定資産合計 1,917,877 1,877,803

無形固定資産 39,152 35,732

投資その他の資産

投資有価証券 726,520 743,371

その他 166,123 166,785

貸倒引当金 △6,270 △6,270

投資その他の資産合計 886,373 903,886

固定資産合計 2,843,403 2,817,422

資産合計 6,951,901 9,690,081
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,026,339 3,073,859

短期借入金 1,154,600 2,585,600

1年内返済予定の長期借入金 82,200 82,200

賞与引当金 8,000 53,712

その他 717,780 985,448

流動負債合計 3,988,920 6,780,820

固定負債

長期借入金 171,200 130,100

退職給付引当金 536,478 551,375

環境対策引当金 13,000 13,000

その他 137,432 130,357

固定負債合計 858,111 824,832

負債合計 4,847,031 7,605,653

純資産の部

株主資本

資本金 5,041,846 5,041,846

資本剰余金 3,648,121 3,648,121

利益剰余金 △6,676,174 △6,705,161

自己株式 △6,850 △6,997

株主資本合計 2,006,942 1,977,809

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 97,926 106,619

その他の包括利益累計額合計 97,926 106,619

純資産合計 2,104,869 2,084,428

負債純資産合計 6,951,901 9,690,081
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 3,159,334 3,892,728

売上原価 2,703,630 3,415,024

売上総利益 455,704 477,703

販売費及び一般管理費
※１ 353,612 ※１ 446,115

営業利益 102,091 31,587

営業外収益

受取利息 262 214

受取配当金 10,254 8,858

その他 4,022 6,388

営業外収益合計 14,539 15,461

営業外費用

支払利息 65,406 32,819

その他 8,066 7,566

営業外費用合計 73,473 40,386

経常利益 43,158 6,662

特別利益

固定資産売却益 － 35

特別利益合計 － 35

特別損失

固定資産処分損 14,849 18,593

特別損失合計 14,849 18,593

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

28,308 △11,895

法人税、住民税及び事業税 11,196 23,981

法人税等調整額 △1,720 △6,890

法人税等合計 9,475 17,091

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

18,832 △28,986

四半期純利益又は四半期純損失（△） 18,832 △28,986
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

18,832 △28,986

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △61,255 8,692

その他の包括利益合計 △61,255 8,692

四半期包括利益 △42,422 △20,293

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △42,422 △20,293

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

28,308 △11,895

減価償却費 78,376 78,392

賞与引当金の増減額（△は減少） － 45,712

未払賞与の増減額（△は減少） 26,300 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △22,462 14,898

受取利息及び受取配当金 △10,517 △9,072

支払利息 65,406 32,819

固定資産処分損益（△は益） 14,849 18,557

売上債権の増減額（△は増加） 125,079 308,417

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,162,203 △1,467,393

仕入債務の増減額（△は減少） 315,337 1,045,241

未収消費税等の増減額（△は増加） △134,450 24,917

その他 △9,613 △3,386

小計 △685,590 77,207

利息及び配当金の受取額 10,517 9,072

利息の支払額 △68,882 △30,794

法人税等の支払額 △28,348 △22,104

営業活動によるキャッシュ・フロー △772,303 33,381

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △35,375 △88,956

固定資産の売却による収入 3,250 －

投資有価証券の取得による支出 △833 △3,395

貸付けによる支出 △1,300 －

貸付金の回収による収入 1,526 1,394

投資活動によるキャッシュ・フロー △32,732 △90,957

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △113,400 1,431,000

長期借入金の返済による支出 △41,100 △41,100

リース債務の返済による支出 △3,564 △8,985

自己株式の取得による支出 △22 △147

財務活動によるキャッシュ・フロー △158,086 1,380,768

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △963,121 1,323,192

現金及び現金同等物の期首残高 1,267,302 572,210

現金及び現金同等物の四半期末残高
※１ 304,181 ※１ 1,895,402
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 手形割引高及び裏書譲渡高

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

受取手形割引高 885千円 2,157千円

受取手形裏書譲渡高 10,812　〃 2,375　〃

　

※２ たな卸資産の内訳

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

仕掛品 2,004,539千円 3,457,859千円

原材料及び貯蔵品 246,055 〃 260,127 〃

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

給料及び手当 103,529千円 120,502千円

退職給付費用 14,820　〃 16,723　〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金 304,181千円 1,895,402千円

現金及び現金同等物 304,181千円 1,895,402千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１　配当金支払額

該当事項はありません。

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１　配当金支払額

該当事項はありません。

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計

紙工機械 受託生産 防衛機器 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 808,614 506,731 1,339,538 2,654,883 504,451 3,159,334

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― 33,062 33,062

計 808,614 506,731 1,339,538 2,654,883 537,513 3,192,396

セグメント利益 24,681 19,217 74,617 118,515 134,721 253,237

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれないセグメントであり、繊維機械及び電子部品製造用設備機械等

の事業であります。

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 118,515

「その他」の区分の利益 134,721

セグメント間取引消去 △33,062

全社費用(注) △118,083

四半期連結損益計算書の営業利益 102,091

(注) 全社費用は、当社グループの管理部門に係る費用であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計

紙工機械 受託生産 防衛機器 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 897,038 673,361 2,066,809 3,637,208 255,520 3,892,728

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― 20,400 20,400

計 897,038 673,361 2,066,809 3,637,208 275,920 3,913,128

セグメント利益 6,155 64,964 73,870 144,990 54,040 199,030

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれないセグメントであり、繊維機械及び電子部品製造用設備機械等

の事業であります。

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 144,990

「その他」の区分の利益 54,040

セグメント間取引消去 △20,400

全社費用(注) △147,043

四半期連結損益計算書の営業利益 31,587

(注) 全社費用は、当社グループの管理部門に係る費用であります。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

当社グループが所有する有価証券は、企業集団の事業の運営において重要なものではありません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

0円37銭 △0円45銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) 18,832 △28,986

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)(千円)

18,832 △28,986

普通株式の期中平均株式数(株) 51,101,846 63,800,018

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   玉　　井　　三 千 雄   ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   山　　本　　栄　　一   ㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年11月13日

株式会社石川製作所

取締役会  御中

　

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社石川製

作所の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から

平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社石川製作所及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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